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１【半期報告書の訂正報告書の提出理由】
 2019年11月22日に提出いたしました第51期中（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）半期報告書の記載事項の

一部に誤りがありましたので、これを訂正するため半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部 企業情報 

第２ 事業の状況 

３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

(1）経営成績等の状況の概要 

財政状態及び経営成績の状況 

(5）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

② 財政状態の分析 

ｂ．負債の部 

イ．当中間連結会計期間の資金調達の状況 

 

３【訂正箇所】
 訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績等の状況の概要 

財政状態及び経営成績の状況 

  （訂正前） 

＜省略＞ 

 当中間連結会計期間の契約実行高は前年同期比31.3％増加の1,512億17百万円となり、当中間連結会計期間末に

おける営業資産残高は前年度末比18.9％増加の5,661億40百万円となりました。 

 

  （訂正後） 

＜省略＞ 

 当中間連結会計期間の契約実行高は前年同期比31.3％増加の1,512億17百万円となり、当中間連結会計期間末に

おける営業資産残高は前年度末比19.0％増加の5,661億40百万円となりました。 

 

（５）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容 

②財政状態の分析 

ｂ.負債の部 

イ．当中間連結会計期間の資金調達の状況 

  （訂正前） 

 当連結会計年度末の有利子負債残高（リース債務を除く）は前年度末比648億77百万円増加の4,437億26百万

円となり、負債合計では前年度末比697億35百万円増加の5,220億45百万円となりました。この内、金融機関か

らの借入残高は3,388億92百万円、社債及びコマーシャル・ペーパー、リース・割賦債権の流動化等の資本市

場からの直接調達残高は1,048億33百万円となりました。 

 

  （訂正後） 

 当中間連結会計期間末の有利子負債残高（リース債務を除く）は前年度末比648億77百万円増加の4,437億26

百万円となり、負債合計では前年度末比697億35百万円増加の5,220億45百万円となりました。この内、金融機

関からの借入残高は3,388億92百万円、社債及びコマーシャル・ペーパー、リース・割賦債権の流動化等の資

本市場からの直接調達残高は1,048億33百万円となりました。 
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